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ついて公表します。
決算(一般会計)

岩出市では、市民の皆さんが納めていただいた大切な税金が実際どのように使われているか
ご理解いただくために毎年5月と11月の年2回、財政状況をお知らせしています。今回は、
平成17年度決算状況と平成18年度上半期の補正予算状況についてお知らせします。
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単位：千円

歳　入
合計15,455,337千円

【歳入用語解説】
自主財源……………市が自主的に収入することができるお金
依存財源……………国や県から交付または割り当てられるお金
地方税………………行政の運営経費を賄うため、住民の皆さんから納めていただく税金
繰入金………………積み立てた基金の取り崩しによって繰り入れたお金
繰越金………………昨年度から持ち越したお金
分担金及び負担金…岩出市が行う事業によって、特に利益を受けた方から負担していただ

くお金
地方交付税…………所得税・消費税・酒税などの国税のうち一定割合を岩出市に交付され

るお金
地方債………………事業などで多額の資金が必要な時に、国や金融機関から受ける融資
国庫（県）支出金…道路整備等の事業費や老人医療・児童手当の給付費等に対し、国や県

が一定割合を負担補助するお金

住民一人あたり
（平成18年3月末人口51,283人）

決算額
歳入　301,373円
歳出　283,575円

税金負担額
89,597円

地方税 (4,594,806千円 )
の収入状況

•住民税（40.6％）
1,866,083 千円

•固定資産税（43.1％）
1,979,565 千円

•軽自動車税（2.0％）
92,518 千円

•たばこ税（7.8％）
359,833 千円

•都市計画税（6.5％）
296,807 千円
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岩出市の財政状況に 
平成17年度　

単位：千円議会費
110,166
0.8% 総務費

1,163,190
8.0%

民生費
2,810,983
19.3%

衛生費
1,823,210
12.5%

農林業費
402,786
2.8%

商工費
73,153
0.5%

土木費
1,804,001
12.4%

消防費
517,204
3.5%

教育費
2,630,260
18.1%

公債費
2,339,364
16.1%

諸支出金
868,262
6.0%

歳　出
合計14,542,579千円平成17年度主な事業

山崎小学校北校舎
大規模改造事業

160,156,500円

上岩出小学校屋内運動場
大規模改造事業

99,043,350円

岩出図書館建設事業
1,095,082,962円

道路新設改良等整備事業
744,937,903円

根来公園墓地事業
238,024,310円

←平成 18年 4月開館の岩出図書館

↑根来公園墓地

【歳出用語解説】
議会費……市議会の活動に要する経費

総務費……市役所の全般的な管理事務、徴税事務、戸籍事務などに要する経費

民生費……高齢者・障害者福祉、児童手当、保育所運営など福祉向上に要する経費

衛生費……検診、母子保健事業、ごみ収集処理などに要する経費

農林業費…農林業振興、水路改修などに要する経費

商工費……産業振興費、観光対策などに要する経費

土木費……道路、河川、公園など公共施設の建設整備に要する経費

消防費……防災訓練など予防啓発、初期消防活動などに要する経費

教育費……学校教育、生涯教育、図書館建設などに要する経費

公債費……地方債の返済に要する経費
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◉基金と地方債の残高の推移（※一般会計に係る分にて算出）
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単位：千円
地方債現在高

基金残高

平成17年度末
住民一人当たり

地方債現在高
199,090円
基金残高
88,093円

◉平成17年度 特別会計決算額

◉平成17年度 公営企業会計決算額

歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険特別会計 3,719,149 3,717,927 1,222

老人保健特別会計 2,739,611 2,739,611 0

介護保険特別会計 1,905,697 1,867,956 37,741
地域改善対策住宅整備資金等貸付事
業特別会計 1,203 1,029 174

下水道事業会計 1,143,072 1,119,454 23,618

墓園事業特別会計 339,335 339,335 0

※特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計。

単位：千円

収　入 歳　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 814,363 729,261 85,102

資本的収支 223,216 294,719 -71,503

※公営企業会計とは、地方公営企業法の適用を受ける企業会計。岩出市では水道事業会計。

単位：千円
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平成18年度 補正予算の状況平成18年度 補正予算の状況
　平成 18 年度一般会計当初予算は、予算額 126 億 3636 万 9 千円でした。上半期において 5035 万円追加し、歳入歳出それぞれ
126億 8671 万 9千円になりました。
　補正の主な内容は、年金免除システム委託料、老人・ひとり親家庭・重度心身障害児（者）医療費県補助金返還金、老人保健・介
護保険特別会計繰出金、山崎北小学校用地購入費等です。
　平成 18年度特別会計については、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計において補
正予算を組んでいます。
　なお、各会計にかかる補正の状況は下記のとおりです。

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 市 税 4,450,566 0 4,450,566 35.1
2 地 方 譲 与 税 478,700 0 478,700 3.8
3 利 子 割 交 付 金 60,000 0 60,000 0.5
4 配 当 割 交 付 金 11,000 0 11,000 0.1
5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 10,000 0 10,000 0.1
6 地 方 消 費 税 交 付 金 300,000 0 300,000 2.3
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 11,000 0 11,000 0.1
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 63,000 0 63,000 0.5
9 地 方 特 例 交 付 金 83,100 0 83,100 0.6
10 地 方 交 付 税 2,427,000 0 2,427,000 19.1
11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 6,800 0 6,800 0.1
12 分 担 金 及 び 負 担 金 684,606 0 684,606 5.4
13 使 用 料 及 び 手 数 料 92,164 0 92,164 0.7
14 国 庫 支 出 金 1,276,617 1,649 1,278,266 10.1
15 県 支 出 金 703,218 1,000 704,218 5.5
16 財 産 収 入 6,791 0 6,791 0.1
17 寄 付 金 30,000 0 30,000 0.2
18 繰 入 金 1,058,813 47,701 1,106,514 8.7
19 繰 越 金 1 0 1 0.0
20 諸 収 入 63,893 0 63,893 0.5
21 市 債 819,100 0 819,100 6.5

歳入合計 12,636,369 50,350 12,686,719 100.0

（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 議 会 費 137,044 0 137,044 1.1
2 総 務 費 1,099,442 0 1,099,442 8.7
3 民 生 費 3,900,782 39,474 3,940,256 31.1
4 衛 生 費 1,949,615 0 1,949,615 15.4
5 農 林 業 費 409,470 0 409,470 3.2
6 商 工 費 52,303 0 52,303 0.4
7 土 木 費 1,253,049 285 1,253,334 9.9
8 消 防 費 549,948 0 549,948 4.3
9 教 育 費 1,388,964 10,591 1,399,555 11.0
10 災 害 復 旧 費 6 0 6 0.0
11 公 債 費 1,821,268 0 1,821,268 14.4
12 諸 支 出 金 30,526 0 30,526 0.2
13 予 備 費 43,952 0 43,952 0.3

歳出合計 12,636,369 50,350 12,686,719 100.0

一般会計

特別会計

公営企業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　　計　　　名 当初予算額 補正額 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,755,843 196,824 3,952,667
老 人 保 健 特 別 会 計 2,805,904 27,344 2,833,248
介 護 保 険 特 別 会 計 1,977,187 19,858 1,997,045
地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 1,032 0 1,032
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,470,830 20,000 1,490,830
墓 園 事 業 特 別 会 計 82,202 0 82,202

合　　　計 10,092,998 264,026 10,357,024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
水道事業会計（収入） 当初予算額 補正額 計

収 益 的 収 入 819,421 0 819,421
資 本 的 収 入 252,994 0 252,994

合　　　計 1,072,415 0 1,072,415

水道事業会計（支出） 当初予算額 補正額 計
収 益 的 支 出 806,847 0 806,847
資 本 的 支 出 664,994 0 664,994

合　　　計 1,471,841 0 1,471,841
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●市・県民税（所得割）
　変更前 　変更後
課税所得 税　率 税所得 税　率

200万円以下 5%(市民税3%・県民税2%）
一　律 10%

（市民税 6%・県民税 4%）700万円以下 10%(市民税8%・県民税2%）
700万円超 13%(市民税10%・県民税3%）

●所得税
　変更前 　変更後

課税所得 税率 課税所得 税率

330万円以下 10%
195万円以下 5%
195万円超～330万円以下 10%
330万円超～695万円以下 20%

330万円超～900万円以下 20% 695万円超～900万円以下 23%
900万円超～1,800万円以下 30% 900万円超～1,800万円以下 33%
1,800万円超 37% 1,800万円超 40%
※上記の改正は、市・県民税は平成19年 6月徴収分から、所得税は平成19年 1月源泉徴収分から実施されます。

11
月
11
日
㈯
か
ら
17
日
㈮
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　市・県民税の税率の変更に伴い所得税の税率も見直しされ、税源の移譲前後で市・県
民税と所得税を合わせた納税額の増加はありません。

○市•県民税の所得割の税率が一律10%になります。

○税源の移譲前後で納税額の増加はありません。

平成18年度分まで 平成19年度分から

5% 10% 10%
（都道府県民税4％、市区町村民税6％）

13%

0

※図中の税率は、都道府県民税と市区町村民税を合わせた
　ものです。

200万円 700万円（課税所得） 0 （課税所得）

【課税所得】とは？・・・給与や事業の「収入」から給与所得控除や基礎控除、扶養控除や社会保険料控除などの
　　　　　　　　　　　　控除を差し引いた残りの金額のことです。

4段階

10%
2%

3%
8% 10%5%

10%
13%

3%

20%

30%
37%

6段階

5% 4%（都道府県民税）

6%（市区町村民税）

10%比例税率
20%23%

10%

33%
40%

移譲前移譲前 移譲後移譲後

所得税 市•県民税 所得税 市•県民税

個々の納税者の
負担合計額は同じ

＝
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○市・県民税の定率減税が廃止されます。
　景気の低迷に対し、個人の税負担を軽減する目的で平成11年度より導入されてきました定率減税が廃止されます。

市・県民税の低率減税 平成 11年度～
平成 17年度　 平成 18年度 平成 19年度以降

税　　　率 15% 7.5%
廃止

限　度　額 40,000 円 20,000 円

○65歳以上の方に対する市・県民税の経過措置が変わります。
　平成 17年 1月 1日において 65歳以上で、前年中の合計所得金額が 125万円以下の方に適用されていた経過措置（非
課税措置の廃止に伴うもの）が変更されます。

市・県民税 平成 18年度
（平成 17年分）

平成 19年度
（平成 18年分）

平成 20年度
（平成 19年分）

均等割額 市民税　1,000 円
県民税　　300円

市民税　2,000 円
県民税　　600円

市民税　3,000 円
県民税　1,000 円

所得割額 算出した所得割額の
３分の１

算出した所得割額の
３分の２

算出した所得割額の
全額

○県民税「紀の国森づくり税」が導入されます。
　水源のかん養、県土の保全等の公益的機能を有する森林からすべての県民が恩恵を受けているとの認識に立ち、森林を県
民の財産として守り育て、次の世代に引き継いでいくことを目的とする「紀の国森づくり税」が導入されます。

税 率・ 税 額 個人県民税の所得割　＋　1,500 円（内 500円が紀の国森づくり税）

非課税になる方 個人県民税が非課税の方

実 施 期 間 平成 19年度から 5年間

※平成17年 1月 1日において65歳以上で、平成18年
中の合計所得金額が 125万円以下の場合、平成 19年度
に限り、紀の国森づくり税の税額が300円になります。

「紀の国森づくり税」に関するお問い合わせは、和歌山
県総務部総務管理局税務課（TEL073-441-2183）まで。

納税は便利で確実な
口座振替制度をご利用ください。

口座振替のお問い合わせは
納税係まで（℡ 62-2141 内線 151）

開催日時 開催場所 対象地区
平成 18年 11 月 28 日㈫

午後１時 30分から
午後３時 30分まで

かつらぎ総合文化会館
（かつらぎ町丁ノ町 2454）

☎ 0736-22-0303

橋本市（旧高野口町含）
高野町・九度山町

かつらぎ町（旧花園村含）

平成 18年 11 月 29 日㈬
午後１時 30分から
午後３時 30分まで

岩出市立市民総合体育館
（岩出市荊本 63-2）

☎ 62-0370

紀の川市（旧粉河、打田、
那賀、桃山、貴志川町）

岩出市
【問い合わせ】粉河税務署　源泉担当　73-4288 ／粉河納税協会　73-2466

◎源泉所得税の年末調整説明会のご案内
　平成 18年分の年末調整のしかた及び法定調書等の提出方法について、説明会を開催します。
　なお、対象地区での説明会に参加できない方は、他の会場でも受け付けておりますので、是非ともご出席くださる
ようお願いいたします。
　年末調整関係書類は、説明会開催日までに事前送付しますので、説明会当日にご持参ください。
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下水道ってなあに？下水道ってなあに？
「紀の川中流流域下水道とは」４時間目

　岩出市及び紀の川市は、和歌山市や大阪府泉南

地域のベッドタウンとしての宅地開発などにより

県下で最も急激な都市化が進んでいます。

　しかしながら、下水道による汚水対策がほとん

どなされておらず、環境衛生行政の遅れが大きな

課題となっています。

　また、紀の川は上水道・農業用水などの水利用

が活発に行われており、紀の川をはじめとする公

共水域の水質保全が緊急の課題となっています。

　そこで、岩出市及び紀の川市での下水道整備を

効率的かつ効果的に推進するため、和歌山県と２

市が連携して下水道整備を実施しています。

　それが、紀の川中流流域下水道です。

　流域下水道では、市町村からの下水を受け入れ

るための幹線管渠やポンプ場、処理場を県が建設・

管理します。

　市町村は、計画区域内の下水を流域下水道幹線

へ流入させるための管渠を、建設・管理します。

下
水
道　

き
れ
い
な
未
来　

つ
く
る
道

現在建設中の那賀浄化センター（平成 18年 9月）
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岩
出
警
察
署
通
信

　

当
署
管
内
の
現
在
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
者
は
、
９
名
に
達
し
、

す
で
に
昨
年
の
死
者
８
名
を
上
回

り
ま
し
た
。

　

交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、
高
齢

者
が
６
人
で
、
占
め
る
割
合
は

66
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
の
死
亡
事
故
の
特
徴
は

•
４
輪
の
単
独
事
故　

３
名

（
う
ち
、
高
齢
者
が
２
名
）

•
右
折
×
直
進
１
名（
高
齢
者
）

•
正
面
衝
突　
　

１
名

•
歩
行
中
３
名（
全
て
高
齢
者
）

•
そ
の
他
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
事
故
の
特
徴
は　

◦
自
宅
付
近
で
発
生
（
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
）

◦
歩
行
中
と
自
転
車
運
転
中
の

事
故
が
多
発
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
を
と
れ
ば
、
体
が
衰
え
、
判

断
力
も
鈍
る
た
め

左
右
の
片
方
だ
け
し
か
安
全
確

認
を
し
な
か
っ
た
り

進
行
し
て
く
る
車
両
の
速
度
を

読
み
違
え
た
り

「
今
な
ら
横
断
で
き
る
」と
思
っ

て
横
断
を
始
め
て
も
、
自
分

の
体
力
が
つ
い
て
い
か
な
か
っ

た
り

し
て
、
大
き
な
事
故
に
繋
が
り
ま

す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
高
齢
者
事

故
の
特
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

死 亡 事 故 激 増
　９月27日未明、道路を横断中の高齢者
と車による死亡事故が発生し、翌日の９月
28 日の夕方、交差点を右折する原付（高
齢者運転）と対向直進者による死亡事故が
発生しました。

岩出市における刑法犯認知状況（Ｈ１８、８末）
岩出市の刑法犯認知件数は６７６件で
　•自転車盗　　１５６件（23.1％）
　•オートバイ盗　８０件（11.8％）
　•車上ねらい　　７１件（10.5％）
　•器物損壊　　　６７件（9.9％）
　•万引き　　　　４６件（6.8％）
　•部品ねらい　　３７件（5.5％）
の順となっています。

犯罪率ワーストランキング
　（但し、人口１万人以上の市・町）

順位 市・町名 人口 認知件数 犯罪率
1 岩 出 市 50,838 676 13.30
2 和 歌 山 市 375,718 4,782 12.73
3 御 坊 市 27,051 329 12.16
4 新 宮 市 33,775 363 10.75
5 有 田 市 32,143 341 10.61
6 湯 浅 町 14,742 148 10.04
7 白 浜 町 23,640 232 9.81
8 か つ ら ぎ 町 19,670 189 9.61
9 紀 の 川 市 67,864 627 9.24
10 海 南 市 57,748 502 8.69

※犯罪率は、人口千人当たりの刑法犯認知件数。

岩出市の刑法犯（平成 18年 8月末）
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まちのホットな情報を届けます

　

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り
実

行
委
員
会
で
は
、
少
し
で
も
多
く

の
人
に
岩
出
の
歴
史
、
根
来
寺
や

周
辺
の
歴
史
・
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
根
来
寺
開
祖

の
か
く
ば
ん
上
人
の
名
を
い
た
だ

き
、
次
の
と
お
り
第
９
回
「
紀
州

根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

◎
日
時

平
成
18
年
11
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で

◎
場
所　

根
来
寺
境
内

◎
内
容　

能
舞
・「
根
来
の
子
守

唄
」
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
芸

能
・
鉄
砲
隊
の
演
武
な
ど
。
お

茶
席
コ
ー
ナ
ー
・
根
来
塗
な
ど

の
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
物
産

コ
ー
ナ
ー
・
ね
ご
ろ
山
（
紀

泉
郷
県
立
自
然
公
園
）
散
策

ウ
ォ
ー
ク
・
お
餅
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
。

＊
当
日「
い
わ
で
語
り
部
ク
ラ
ブ
」

に
よ
る
語
り
部
ツ
ア
ー
を
催
行
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
（
無
料
…
当
日
の
申
込
が
必
要
）

＊
今
年
は
「
紀
州
鉄
砲
ま
つ
り
」

の
演
武
が
、
同
日
お
昼
か
ら
一
乗

閣
前
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
の
方
も
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
観
光
協
会

　

電
話
６
２

７
１
０
１

　
（
岩
出
市
商
工
会
内
）

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

ねぇみんな、この金額に
目をとめて！
●●●●●●●●●●●●●●

　和歌山労働局では、和歌山県

最低賃金を時間額 652円に改正

決定し、平成 18年 10月 1日か

ら適用しています。

　なお

①最低賃金は、常用労働者のみ

でなく、臨時・パート・アル

バイトなどすべての労働者に

適用されます。

②最低賃金には精皆勤手当・通

勤手当・家族手当・賞与等は

含まれません。

③「鉄鋼業」・「百貨店、総合スー

パー」については、これより

高い産業別最低賃金が適用さ

れます。

詳細のお問合せ先

和歌山労働局労働基準部賃金室

電話 073-422-2174

11
月
は
「
同
和
運
動

推
進
月
間
」
で
す
。

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
築
く

た
め
に
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
問
題

解
決
の
た
め
の
取
組
が
営
々
と
行

わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

同
和
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
と

は
言
え
ず
、
今
な
お
差
別
に
苦
し

む
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

一
日
も
早
い
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
す
た
め
に
は
、「
人
権
を
考

え
る
強
調
月
間
」
に
よ
る
取
組
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
効
果
的
な

啓
発
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
差

別
が
あ
る
限
り
そ
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
続
け
る
と
い
う
決
意
の

も
と
、
同
和
運
動
推
進
月
間
に
関

係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
を
密
に

し
、
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
集
中

的
に
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
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「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

11
月
は
、「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
子
ど
も
の

人
権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
生
命
を
も
奪
っ
た
り
、
子

学
校
開
放
月
間
と
は

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
県
下
一

斉
に
十
一
月
を
学
校
開
放
月
間
と

定
め
、
授
業
や
学
校
行
事
等
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育

活
動
を
説
明
す
る
機
会
と
し
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
が
学
校
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
機
運

を
高
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
学
校
開
放
を
行

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
岩
出
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
９
日
㈭

　
　
　

13
‥
40
〜
14
‥
25

　
　

11
月
10
日
㈮

　
　
　

８
‥
45
〜
14
‥
25

　

岩
小
祭
り

　
　

11
月
29
日
㈬

　
　
　

13
‥
40
〜
16
‥
00

　

教
育
講
演
会

　
　

11
月
９
日
㈭

　
　
　

14
‥
40
〜
16
‥
00

○
山
崎
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
９
日
㈭

　
　
　

９
‥
30
〜
11
‥
15

　
　
　

13
‥
35
〜
14
‥
20

　

親
子
観
劇

　
　

11
月
９
日
㈭

　
　
　

10
‥
30
〜
14
‥
20

○
山
崎
北
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
７
日
㈫

　
　
　

13
‥
40
〜
14
‥
25

　

山
北
学
園
祭

　
　

11
月
19
日
㈰

　
　
　

11
‥
00
〜
15
‥
30

○
根
来
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
22
日
㈬

　
　
　

13
‥
40
〜
14
‥
25

　

教
育
講
演
会

　
　

11
月
22
日
㈬

　
　
　

14
‥
45
〜
（
予
定
）

○
上
岩
出
小
学
校

　

道
徳
教
育
研
究
発
表
会

　
　

11
月
８
日
㈬

　
　
　

13
‥
30
〜
16
‥
50

　
　
　
（
学
校
関
係
者
の
み
）

　

上
小
ふ
れ
あ
い
祭
り
は

　
　

10
月
28
日
㈯
に
実
施
済
み

○
中
央
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

11
月
７
日
㈫

　
　
　

13
‥
40
〜
16
‥
00

　

講
演
会

　
　

11
月
７
日
㈫

　
　
　

14
‥
30
〜
16
‥
00

　

土
曜
お
も
し
ろ
教
室

　
　

11
月
11
日
㈯

　
　
　

10
‥
00
〜
11
‥
30

○
岩
出
中
学
校

　

総
合
文
化
祭

　
　

11
月
７
日
㈫

　
　
　

９
‥
00
〜
15
‥
00

　

授
業
公
開

　
　

11
月
10
日
㈮

　
　
　

13
‥
20
〜
14
‥
10

　

岩
中
リ
フ
ォ
ー
ム
大
作
戦

　
　

11
月
12
日
㈰

　
　
　

９
‥
00
〜
12
‥
00

○
岩
出
第
二
中
学
校

　

11
月
８
日
㈬

　

•
授
業
公
開

　
　
　

10
‥
45
〜
12
‥
35
（
３
限
・
４
限
）

　

•
授
業
公
開

　
　
　

13
‥
25
〜
14
‥
15（
５
限
）

　

•
掃
除
・
終
わ
り
の
会
公
開

　
　
　

14
‥
15
〜
14
‥
45

　

•
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム
活
動
公
開

11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
は

「
人
権
を
考
え
る

　

強
調
月
間
」
で
す
。

―
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で

あ
り
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

は
、
最
も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
の
主
体
と
し
て
、
自

ら
の
人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重

し
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
人
権
行

政
の
規
範
で
あ
る
「
和
歌
山
県
人

権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
の

精
神
に
の
っ
と
り
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、

外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
、
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
す
べ

て
の
人
の
人
権
の
尊
重
に
向
け

て
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
・

協
力
の
も
と
、
総
合
的
な
人
権
啓

発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
学
校
開
放
月
間
」
の
お
知
ら
せ

NEWS IWADE

ど
も
の
心
身
に
傷
を
残
し
て
し
ま

う
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
極
め
て

重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
機
能
や
児
童
虐

待
の
防
止
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

15
‥
00
〜
16
‥
30

　

11
月
９
日
㈭

　

•
授
業
公
開

　
　
　

10
‥
35
〜
12
‥
15
（
３
限
・
４
限
）

　

•
第
１
学
年
・
第
２
学
年　

授
業
参
観

　
　
　

13
‥
25
〜
14
‥
15（
５
限
）

　

•
第
３
学
年　

進
路
説
明
会

　
　
　

13
‥
25
〜
14
‥
15（
５
限
）

　

•
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム
活
動
公
開

　
　
　

14
‥
30
〜
16
‥
30

　

11
月
10
日
㈮

　

•
授
業
公
開

　
　
　

10
‥
45
〜
12
‥
35
（
３
限
・
４
限
）

　

•
授
業
公
開

　
　
　

13
‥
25
〜
15
‥
15
（
５
限
・
６
限
）

　

•
掃
除
・
終
わ
り
の
会
公
開

　
　
　

15
‥
15
〜
15
‥
45

　

•
ク
ラ
ブ
・
チ
ー
ム
活
動
公
開

　
　
　

16
‥
00
〜
16
‥
30

※
詳
細
は
各
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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市制施行記念
第１回 岩出市民運動会盛会に終わる
　去る 10 月 9 日（体育の日）、大宮緑地総合運動公園において、
市制施行記念第 1回岩出市民運動会が盛大に開催されました。
　運動会演技種目はもちろん、アトラクションとして実施いたしま
したペタンク＆グランドゴルフ大会等にも、住民の皆様方に多数ご
参加をいただき誠にありがとうございました。

　

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
〔
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

◎
地
区
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

新
田
広
芝
地
区

　

２
位　

紀
泉
台
地
区

　

３
位　

西
国
分
第
４
自
治
会
地
区

◎
チ
ー
ム
リ
レ
ー

　

優
勝　

和
歌
山
岩
出
硬
式
野
球

　

２
位　

㈱
エ
ニ
シ
ル
①

　

３
位　

岩
出
市
役
所
Ａ
チ
ー
ム

◎
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

山
崎
北
小
学
校

　

２
位　

山
崎
小
学
校

　

３
位　

中
央
小
学
校

◎
消
防
分
団
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

第
１
分
団

◎
４
地
区
対
抗
綱
引
き

　

優
勝　

根
来
地
区

　
〔
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〕

◎
ペ
タ
ン
ク
大
会

優
勝　

大
塚
幸
子
・
門
川
エ
ツ

子
・
藪
下　

進

２
位　

的
崎
千
津
子
・
瀧
藤
市

子
・
田
和　

宏

　

３
位　

武
田　

弘
・
藤
田
妙
子

◎
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

・
第
一
試
合

　

優
勝　

藤
田
久
子

　

２
位　

藪
上　

浩

　

３
位　

澤
井
英
夫

　

・
第
二
試
合

　

優
勝　

東
出
サ
ト
ミ

　

２
位　

村
山
久
子

　

３
位　

門
川
和
一
郎

　

・
総
合

　

優
勝　

岩
田
隆
男

　

２
位　

前
田
イ
ケ
子

　

３
位　

林　

知

NEWS IWADE

　

去
る
10
月
１
日
、
市
役
所
前
に

お
い
て
、
新
し
い
巡
回
バ
ス
の
出

発
式
と
市
民
憲
章
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

巡
回
バ
ス
は
、平
成
８
年
に「
福

祉
バ
ス
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
後
「
巡
回
バ
ス
」
と
名
称
を

改
め
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
交
通

機
関
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
の
発
足
か
ら
10
年
が
経

過
し
て
お
り
、
市
内
を
走
り
続
け

た
バ
ス
車
両
は
老
朽
化
し
、
エ
ン

ジ
ン
な
ど
の
損
傷
も
激
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
年
度
、「
㈶
日
本
宝
く
じ

協
会
」
の
助
成
金
を
い
た
だ
き
、

ワ
ゴ
ン
車
３
台
を
新
し
く
導
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
バ
ス
車
両
の
デ

ザ
イ
ン
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
、「
岩
出
市
生
活

公
共
バ
ス
検
討
委
員
会
」
で
選
考

し
た
結
果
、
応
募
作
品
に
多
く
描

か
れ
て
い
た
〝
市
の
花
〞（
さ
く

ら
）、〝
市
の
鳥
〞（
う
ぐ
い
す
）、〝
根

来
寺
大
塔
〞
の
図
案
か
ら
、
優
れ

た
作
品
を
採
用
し
、
写
真
の
デ
ザ

イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
、
新
し
い
バ
ス
は
市
内
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
制
定
さ
れ
た
岩
出
市
民
憲

章
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
は
〝
市
の
理
想
・
目

標
〞
を
示
し
、
市
民
生
活
の
規
範

と
な
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
総
意

が
憲
章
碑
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
憲
章
碑
は
、
市
役
所
を
は

じ
め
、
市
民
総
合
体
育
館
、
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
岩
出
図
書

館
の
４
ヶ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

岩
出
町
合
併
50
周
年
記
念
事
業

「
岩
出
市
巡
回
バ
ス
出
発
式
」
と
「
市
民
憲
章
碑
除
幕
式
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
!!

この巡回バスは、「㈶日本宝くじ協会」の助成金を受け
て購入しました。

～市民憲章碑の除幕式が
　　　　　　　行われました～

～新しくなった巡回バス～
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救
急
患
者
の
救
命
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
救
急
救
命
士
制
度
が

発
足
し
15
年
が
経
過
、
平
成
15

年
に
は
救
命
士
の
判
断
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
16

年
７
月
に
は
病
院
実
習
で
十
分
な

研
修
を
終
え
た
救
急
救
命
士
に
よ

る
気
管
挿
管
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

処
置
拡
大
の
も
う
一
つ
の
課
題

で
あ
っ
た
薬
剤
投
与
は
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
医
師
の
具
体
的
指
示

の
下
に
心
肺
機
能
停
止
傷
病
者
に

対
し
、ア
ド
レ
ナ
リ
ン
（
強
心
剤
）

の
使
用
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
当
消
防
組
合
南
消
防
署
の
岡

田
拓
巳
救
急
救
命
士
が
、
１
８
６

時
間
の
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受

講
し
た
後
、
６
月
19
日
か
ら
和
歌

山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
５

日
間
の
病
院
研
修
を
修
了
し
、
和

歌
山
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

岡
田
救
命
士
は
、「
９
月
１
日

か
ら
薬
剤
投
与
認
定
救
命
士
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

講
習
・
実
習
で
得
た
知
識
と
技
術

を
十
分
に
発
揮
し
、
一
人
で
も
多

く
の
命
を
救
え
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

当
消
防
組
合
で
も
今
後
、
救
命

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
は
、
さ
ら
に
１
名

の
薬
剤
投
与
認
定
救
急
救
命
士
が

誕
生
し
、
計
２
名
と
な
る
予
定
で

す
。

　

先
日
の
新
聞
報
道
で
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、
平
成
18
年
第
３
回
岩

出
市
議
会
定
例
会
は
、
８
月
28
日

の
岩
出
市
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
会
期
は
９
月
４
日
開
会
、

９
月
28
日
を
最
終
日
と
す
る
25
日

間
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
９
月

28
日
を
も
っ
て
上
程
案
件
全
て
が

審
議
未
了
の
ま
ま
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
方
に
今
議
会
の
経
過

等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
議
会
の
一
般
質
問
の
２
日
目

に
あ
た
る
９
月
13
日
、
土
岐
健

二
議
員
か
ら
、
市
の
請
負
業
者
指

名
停
止
要
綱
に
つ
い
て　

①
と
し

て
「
過
去
の
指
名
停
止
し
た
事
項

に
つ
い
て
、
経
緯
及
び
結
果
を
詳

細
に
。」
②
と
し
て
「
４
月
10
日

か
ら
の
Ａ
業
者
の
指
名
停
止
に
つ

い
て
。」
の
質
問
が
あ
り
、
１
回

目
の
答
弁
の
後
、「
経
過
説
明
を

詳
細
に
。」
と
の
再
質
問
が
あ
り
、

市
は
事
実
に
基
づ
き
「
土
岐
健

二
議
員
が
電
話
で
市
に
対
し
て
威

圧
的
な
発
言
が
あ
っ
た
」
こ
と
を

答
弁
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
答
弁
に

対
し
て
土
岐
健
二
議
員
が
、「
発

言
し
て
い
な
い　

納
得
が
出
来
な

い
。」
と
の
こ
と
で
紛
糾
し
休
憩

と
な
り
、
そ
の
後
、
再
開
に
至
ら

ず
、
９
月
28
日
流
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

流
会
に
よ
り
、
上
程
し
て
お
り

ま
し
た
各
諸
議
案
等
に
つ
い
て
審

議
未
了
の
ま
ま
で
は
市
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、

事
業
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
諸
事
情
を
適
正
に
判
断
し
た

上
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の

規
定
に
よ
り
、
補
正
予
算
関
係
５

件
、
条
例
関
係
２
件
、
工
事
請
負

契
約
関
係
１
件
の
計
８
件
を
専
決

処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
専
決
処
分
し
た

案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
議

会
に
お
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に

承
認
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
24
回
和
歌
山
県
小
中
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
８
月
27
日
㈰

○
場
所　

紀
央
館
高
校
体
育
館

　
　
　
　

美
浜
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

松
洋
中
学
校
体
育
館

○
結
果　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
〔
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
優
勝　

山
東　

俊
介

　
　
　
　
　
　

尾
方　

裕
樹

　
〔
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕

　
　

・
優
勝　

山
東　

俊
介

　
　

・
２
位　

尾
方　

裕
樹

　
〔
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〕

　
　

・
３
位　

福
岡　

祥
平

　
〔
小
学
生
女
子
５
年
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
３
位　

茶
谷　

彩
有

　
　
　
　
　
　

角　

奈
津
実

　
〔
小
学
生
女
子
４
年
ダ
ブ
ル
ス
〕

　
　

・
３
位　

山
本　

幸
歩

　
　
　
　
　
　

宮
本　

冴
香

那賀消防組合第１号の
薬剤投与認定
救急救命士が誕生

平
成
18
年
第
３
回 

岩
出
市
議
会
定
例
会
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ 

主
な
大
会
結
果

NEWS IWADE
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

平
成
18
年
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥

化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
に
つ
い
て
購
入
価
格
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ

プ
20
基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
20
基
程

度
の
補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。品　名 購入価格 補助金 個人負担額

生ごみ
処理容器A 4,410 円 2,205 円 2,205 円

生ごみ
処理容器B 3,305 円 1,652 円 1,653 円

（※上記金額には、消費税を含みます。）

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活

環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
?
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
し
て
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。  

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
6
か
月
経

過
し
た
日
か
ら
2
か
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（
〇
七
三
―
四
三
二
―
六
四
三
三
）

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は
、

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、
汚
泥
・
※
ス
カ
ム
が
た

ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る

能
力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ

れ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す

の
で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
の
清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許

可
業
者
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

※
ス
カ
ム（
浮
上
し
て
い
る
汚
泥
）

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で

市
で
収
集
で
き
な
い
ご
み
の

回
収
の
お
知
ら
せ

　

市
で
回
収
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
回
収
で
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
岩
出

市
総
合
体
育
館
に
各
自
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
有
料
で
専
門
業
者

が
回
収
す
る
と
い
う
機
会
を
12
月

24
日
㈰
に
設
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
施
内
容
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
12
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
み
の

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

不
法
投
棄
禁
止
！

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道

路
な
ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
処
罰
さ

れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
発
見
し
た
場
合
は
、

生
活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

浄化槽を使用されている
ご家庭の方へ！
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●合併処理浄化槽の働き
合併処理浄化槽を設置することで、きれいな水を身近
な環境に返して、豊かな自然を守ることができます。
環境の保全にとっては良いことづくめですが、そのた
めには合併処理浄化槽を設置した後の維持管理がきち
んとされなければなりません。
●機能
合併処理浄化槽の機能は、汚れの指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）除去率が 90%以上、放流水の
BODは 20㎎／ℓ以下となっています。
生活排水の中の汚濁物質量（BOD量）は、1人 1日当
たり4gといわれています。合併処理浄化槽で処理す
れば、この汚れがわずか4g以下に減ります。BOD量
が多い台所や洗濯、風呂などの生活雑排水が処理され
ない単独処理浄化槽やくみ取りトイレの家庭と比較す
ると、その処理効果の差は非常に大きくなっています。
●汚れがきれいになる理由
汚水の中の汚物を浄化する主役は、浄化槽の中のた
くさんの種類のバクテリアや原生動物などの微生物で
す。ところが、微生物は案外気難しやで、活発に働か
せるためには、微生物が働きやすい環境を整えてやら
なければなりません。
合併処理浄化槽の中では、そこに棲む微生物によって
汚物が分解、浄化され、その後浄化された水だけが放
流され、汚泥はそのまま浄化槽の中に残ります。残っ
た汚泥は、年に1回、専門の清掃業者によって引き出
す必要があります。

合併処理浄化槽は
水をきれいにします
合併処理浄化槽を設置した場合は、
単独処理浄化槽の場合に比べ、川などに放流される
汚れの量が 8分の 1になります。

生活環境のページ

11 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 11 月 １ 日・15日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 11 月 ８ 日・22日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の

2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

　平成 18年 4月 1日より岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」

への記入とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいてお

りますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植
え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。（鉄板は計量機で危険です。）
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保保健健推推進進
だだよよりり

　

近
年
、
青
少
年
や
女
性
の
薬
物

乱
用
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
シ

ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用
者

個
人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
各
種
犯
罪
の
誘
因
な
ど
公

共
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
薬
物
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
を
十
分
に
知
り
、
薬
物
乱
用

を
根
絶
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
薬
物
乱
用
と
は

•
遊
び
や
快
感
を
求
め
る
た
め

に
、
覚
せ
い
剤
や
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
薬
物
を
使
用
す
る
こ
と
。

•
一
回
使
用
し
た
だ
け
で
も
乱
用

に
あ
た
り
ま
す

●
な
ぜ
薬
物
乱
用
は
い
け
な
い
の

か•
脳
や
体
を
む
し
ば
む

•
自
分
の
意
思
で
は
止
め
ら
れ
な

く
な
る

•
薬
物
乱
用
に
よ
り
凶
悪
な
事
件

が
発
生

•
薬
物
欲
し
さ
に
犯
罪
を
お
か
す

•
一
生
続
く
薬
物
の
後
遺
症
が
残

る
•
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

周
囲
の
人
々
を
巻
き
込
む

●
Ｎ
Ｏ
！
と
断
る
勇
気
を
持
と
う

•
薬
物
乱
用
の
甘
い
誘
い
に
気
を

つ
け
よ
う
！

「
や
せ
ら
れ
る
よ
」「
肌
が
き
れ

い
に
な
る
よ
」「
み
ん
な
や
っ

て
る
よ
」
と
の
誘
惑
や
、
薬
物

を「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」「
チ
ョ

コ
」「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」
な
ど

と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
危
険
性
を

覆
い
隠
す

•
誘
わ
れ
て
も
「
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ

イ
。」
と
断
る
勇
気
が
大
切
で

す

●
そ
し
て
一
人
で
悩
ま
な
い
で
何

で
も
相
談
し
よ
う

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
問

題
に
関
す
る
相
談
は
、
薬
物
相

談
窓
口
へ

　

岩
出
保
健
所

　

０
７
３
６

６
３

０
１
０
０

和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

こ
こ
ろ
の
電
話

　

０
７
３

４
３
５

５
１
９
２

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
Ｄ
Ｔ
）

二
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
二
種
混
合
予

防
接
種
の
接
種
期
限
が
８
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

転
入
等
で
接
種
し
て
い
な
い
場

合
、接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日

子
ど
も
の
急
病
時
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
た
方
が
よ
い
か
ど
う
か
保
護
者
等
が

判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
、
看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

１
、
相
談
日
及
び
時
間

　
　

日
時
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
（
12
／
29
〜
１
／
３
）
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時

２
、
受
付
番
号

　

⑴　

♯
８
０
０
０
…
…
プ
ッ
シ
ュ
回
線
を
ご
利
用
の
方

　

⑵　

０
７
３
•
４
３
１
•
８
０
０
０
…
…
携
帯
電
話
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等

を
ご
利
用
の
方

※
電
話
相
談
は
、
病
気
の
診
断
・
治
療
を
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
留
意
下
さ
い
。

子ども救急子ども救急
相　談相　談
ダイヤルダイヤル

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

11　

月

3 金 安村歯科医院 紀の川市名手市場 161-2 75-2202
5 日 はたなか歯科クリニック 岩出市清水 354-1 69-5511
12 日 西 歯 科 医 院 岩出市畑毛 274-9 63-5553
19 日 え の き 歯 科 岩出市西国分 529-4 63-3763
23 木 森 歯 科 医 院 紀の川市粉河 11-1 73-2220
26 日 滝 川 歯 科 岩出市森 273 63-0655

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成18年11月 平成18年 12月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
27日㈪

H18 年 7 月生まれ
18日㈪

H18 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

28日㈫ 19日㈫

7か月児
21日㈫

H18 年 4 月生まれ
12日㈫

H18 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
22日㈬ 13日㈬

1歳8か月児
7日㈫

H17 年 3 月生まれ
5日㈫

H17 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15
8日㈬ 6日㈬

3歳6か月児
10日㈮

H15 年 4 月生まれ
8日㈮

H15 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:30
17日㈮ 15日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
7日㈫

H17 年 12 月生まれ
5日㈫

H18 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
8日㈬ 6日㈬

2歳6か月児
10日㈮

H16 年 4 月生まれ
8日㈮

H16 年 5 月生まれ 9:00 ～ 9:30
17日㈮ 15日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

15日㈬
沐浴実習
妊娠疑似体験
子どもの心を育てるために

11日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 6日㈪ 〈通知〉平成18年 7月生まれ
〈対象〉6か月未満の未接種者 4日㈪ 〈通知〉平成18年 8月生まれ

〈対象〉6か月未満の未接種者 13:00 ～ 14:00

ポリオ
13日㈪
14日㈫
20日㈪
29日㈬

〈通知〉個別通知
〈対象〉7歳 6か月未満の未接種者 13:00 ～ 14:30

栄
養
教
室

離乳食 16日㈭ 離乳食 21日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

6日㈪
24日㈮

機能訓練室のフリー
開放

4日㈪
22日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

11月4日㈯
岩出市総合体育館
（文化祭）

12月9日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

11月11日㈯
ミレニアシティ
オークワ

12月19日㈫ 松源㈱ 岩出中黒店

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年11月、平成18年12月）

保健推進だより
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

○
入
所
申
込
書
の
配
布
日

　

11
月
１
日
㈬
か
ら

○
配
布
場
所

　

各
市
立
保
育
所

　

し
ら
ゆ
り
保
育
園

　

さ
く
ら
保
育
園

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

○
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
に
、
保
育
所
（
園
）

へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の

み
次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
継
続
の
方
は
、
保
育
所
（
園
）
か

ら
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

＊
た
だ
し
、
受
付
日
に
や
む
を
得

な
い
理
由
で
申
し
込
み
で
き
な
い

方
は
、
12
月
６
日
㈬･

７
日
㈭
に

市
役
所
第
一
会
議
室
で
受
付
を
行

い
ま
す
。

○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の

保
育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
申
込
者
が
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し

た
場
合
は
、希
望
の
保
育
所
（
園
）

に
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
所
審
査
会
で
厳
正
な
審
査
を

行
っ
て
入
所
決
定
し
ま
す
。

○
入
所
方
法
等
わ
か
ら
な
い
事
が

あ
れ
ば
、福
祉
課
保
育
所
係（
内
線

３
２
５
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
保
育
所（
園
）入
所

　
　
　
〈
申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
〉

入所希望保育所（園） 定員 保育年齢 受付日

岩 出 保 育 所 120 名 １歳児～ 11月15日㈬

岩出第二保育所 90名 １歳児～ 11月16日㈭

山 崎 保 育 所 250 名 １歳児～ 11月17日㈮

さ く ら 保 育 園 150 名 0歳児～ 11月21日㈫

山 崎 北 保 育 所 230 名 １歳児～ 11月27日㈪

根 来 保 育 所 200 名 １歳児～ 11月29日㈬

上 岩 出 保 育 所 270 名 １歳児～ 12月 1 日㈮

しらゆり保育園 120 名 ０歳児～ 12月 4 日㈪

市役所第１会議室 上記で申し込みで
きない方

12月 6 日㈬
12月 7 日㈭

受付時間・・・・・午前 9時～午後 4時
受付場所・・・・・各保育所（園）

福　

祉

問い合わせ先

11
月
28
日
㈫

11
月
24
日
㈮

11
月
21
日
㈫

11
月
16
日
㈭

11
月
14
日
㈫

11
月
9
日
㈭

11
月
の
開
放
日

岩

出

保

育

所

岩
出
第
二
保
育
所

根

来

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

山

崎

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

63
―
０
２
６
９

62
―
２
７
０
１

62
―
２
８
１
４

62
―
２
８
４
４

62
―
０
７
３
２

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。（
印
鑑
と
お
や
つ
代

100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

手づくりおやつ手づくりおやつ
の実習の実習

　お母さんの気持ちや時間にゆとり
がある時に、お子さんのために手づ
くりおやつを作ってみませんか！
○講師　井爪　京子氏
○日時　平成 18年 12月 6日㈬
　　　　午前 10時～午前 11時 30分
○場所　岩出市総合保健福祉センター

（２Ｆ栄養指導室・和室）
○対象　子育て中（３歳まで）の
　　　　保護者
○定員　15名（一時保育あり）
＊希望の方は 11 月 30 日㈭まで、
電話でお申し込みください。

【申込先】地域子育て支援センター
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「
和
歌
山
地
場
産
フ
ェ
ア
」

の
開
催
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
域
の
地
場
産
品
を
一

堂
に
展
示
し
、
広
く
啓
発
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
品
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
企
業
や
異

業
種
間
の
交
流
を
深
め
、
地
場
産

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時

　

11
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰

　

10
時
00
分
〜
17
時
00
分

会　

場
和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

　

和
歌
山
市
紀
三
井
寺
856
番
地

主
な
内
容

○
１
階
展
示
場

和
歌
山
地
域
内
の
各
組
合
及
び

企
業
に
よ
る
製
品
を
紹
介
し
ま

す
。

○
市
町
コ
ー
ナ
ー

和
歌
山
地
域
内
市
町
の
特
産
品

や
観
光
を
カ
タ
ロ
グ
等
で
紹
介

し
ま
す
。

○
実
演
コ
ー
ナ
ー

パ
イ
ル
織
物
の
再
織
の
実
演
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

保
田
紙
の
紙
す
き
・
漆
器
蒔
絵
・

桐
の
小
物
作
り
の
体
験
が
で
き

ま
す
。

○
地
場
産
品
即
売
会

和
歌
山
地
場
産
フ
ェ
ア
と
併
設

し
て
、
漆
器
・
小
物
家
具
・
衣

料
品
・
日
曜
雑
貨
・
食
料
品
な

ど
の
地
場
産
品
を
豊
富
に
揃
え

て
地
場
産
品
即
売
会
を
同
時
開

催
し
、
駐
車
場
で
は
新
鮮
野
菜

や
花
木
等
の
即
売
も
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

㈶
和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

　

和
歌
山
市
三
井
寺
856
番
地

　

℡
073

447

３
３
３
４
㈹

◎
成
人
講
座

•
人
権
学
習

「
萌
ゆ
る
命
へ
の
誓
い
」

講
師
＝
柴
田
花
華
氏

日
時
＝
11
月
25
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
歌
唱
指
導
「
歌
の
散
歩
道
」

講
師
＝
安
積
恵
美
子
氏

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
11
月
13
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
11
月
17
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
11
月
20
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
11
月
21
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
11
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
４
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

　

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
入
力
・

文
書
の
作
成
・
編
集
・
印
刷

【
テ
キ
ス
ト
代
】
八
〇
〇
円

【
日
程
】
12
月
24
日
・
平
成
19
年

１
月
７
・
14
・
21
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分　

１
講
座
４
日

間
の
受
講
に
な
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方
（
学

生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
４
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
11
月
17
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
６
４
９

６
２
９
２
岩
出
市

西
野
２
０
９　

岩
出
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課　

公
民
館
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
の

方
優
先
で
抽
選
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

催　

し

生
涯
学
習

紀
北
農
芸
高
校

「
農
芸
祭
」
の
ご
案
内

　

今
年
も
農
芸
祭
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
農
産
物
出
品
の
ご
協

力
と
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
23
日
㈭

○
場
所　

紀
北
農
芸
高
校

○
内
容

•
農
産
物
品
評
会

（
果
実
・
野
菜
・
花
な
ど
の
展

示
即
売
）

•
農
場
生
産
物
直
売

•
模
擬
店

•
文
化
ク
ラ
ブ
展
示
発
表

•
芸
術
・
工
学
科
作
品
展
示

•
そ
の
他

○
出
品
の
お
願
い

　

一
般
の
方
々
に
よ
る
品
評
会
へ

の
出
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
農
産
物
・
花
木
・
手
芸
品
な
ど
）

お
問
い
合
わ
せ
は
紀
北
農
芸
高
校

へ
。

☎
０
７
３
６
（
２
２
）
１
５
０
０

ふれあいデー 2006
in 農業試験場
を開催します。

　市民の皆さん、下記要領にてふ
れあいデー 2006in 農業試験場が
開催されます。
　ふるって参加し、収穫の秋を満
喫してください。
開催日時
　平成 18年 11月 11日㈯
　10時～ 15時
場　　所
和歌山県農林水産総合技術セン
ター農業試験場

実施内容
①研究展示
②農業技術相談
③ほ場・施設の見学
④米のつかみ取り（13時～先着順）
⑤体験コーナー
•さつまいも堀り（有料100円）
　　10時 30分～ 11時 30分
　　13時 30分～ 14時 30分
•しめ縄作り体験（10時30分～）
•餅つき体験
　（10時 30分～ 13時 00分）
⑥農産物即売（10時 10分～）
⑦クッキング実演
　（10時 30分～ 14時 00分）
【お問い合わせ】
和歌山県農林水産総合技術セン
ター農業試験場
紀の川市貴志川町高尾 160
℡ 64-2300

暮らしの情報
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ス
ポ
ー
ツ

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

○
開
催
日
時

　

平
成
18
年
11
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜

○
会
場　

岩
出
市
立
体
育
館

○
種
目

　

９
人
制
の
部
（
男
女
混
成
）

　

６
人
制
の
部
（
男
子
、
女
子
）

　

※
１
チ
ー
ム
12
名
以
内
と
す
る
。

　

※
６
人
制
の
男
子
に
女
子
も
出
場
可

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
内
に
在
住
、
勤
務
し

て
い
る
小
学
生
以
上
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
小
学

生
は
ジ
ュ
ニ
ア
部
員
に
限
る
。

ま
た
、
事
業
所
は
事
業
所
単
位

と
す
る
。

○
参
加
料

　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
１
０
０
０
円

○
申
込
先

　

総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
℡
６
２

０
３
７
０
）

○
申
込
期
日

　

平
成
18
年
11
月
15
日
㈬

○
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事

務
局

　

玉
井
（
℡
６
１

６
６
３
７
）

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
25
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
の
登
録
に
つ
い
て

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
と
し
て
次
の
と
お
り
登
録
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
必
要
に
応
じ
臨
時
職
員
と
し

て
随
時
採
用
し
ま
す
。

○
臨
時
保
健
師
・
臨
時
助
産
師
・

臨
時
看
護
師
・
臨
時
歯
科
衛
生

士（
保
健
師
免
許
・
助
産
師
免
許
・

看
護
師
免
許
・
歯
科
衛
生
士
免

許
を
有
す
る
方
）

提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
一
通

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
免
許
証
の
写
し

面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈭

提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
金
池
92
番
地

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
推
進
課

　

電
話
61

２
４
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
０
１

募　

集

相　

談

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

11
月
13
日
㈪
か
ら
19
日
㈰
ま
で

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

相
談
日
を
開
設
！

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

30
分
ま
で
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、

日
曜
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）

　

当
日
、
女
性
の
人
権
擁
護
委
員

が
電
話
に
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
６

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
委
員
室
内
）

☎
０
５
７
０

０
７
０

８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
内
容
等

①
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い

て
、
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
通
常
は
、月
曜
か
ら
金
曜
日（
祝

日
は
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
ま
で
同
じ
電

話
番
号
で
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。（
休
日
及
び
時
間
外
は
留

守
番
電
話
に
な
り
ま
す
。）

　

な
お
、
毎
週
月
曜
日
と
水
曜

日
は
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　

11
月
12
日
〜
25
日

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す
。

　

和
歌
山
県
で
は
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
問
題
に
対
す
る
取
り
組

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
人
権
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓

発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

期
間
中
、
県
内
各
地
で
街
頭
啓
発

を
実
施
し
ま
す
。

　

悩
ん
で
い
る
方
々
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
相
談
窓
口
へ
！

　

早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
へ
の

第
一
歩
で
す
。

和
歌
山
県
相
談
窓
口

•
女
性
相
談
所

　

０
７
３

４
４
５

０
７
９
３

•
那
賀
振
興
局

　

６
１

０
０
２
１

•
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

　

０
７
３

４
３
５

５
２
４
６

•
警
察
本
部
警
察
相
談
課　

　

０
７
３

４
３
２

０
１
１
０

　

緊
急
時
は
１
１
０
番

暮らしの情報
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お
知
ら
せ

〆
縄
づ
く
り
講
習
会

の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
農
家
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
〆
縄
づ
く
り
講
習
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
上
岩

出
地
区
公
民
館
へ
お
越
し
下
さ

い
。
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

実
施
日
時

　

12
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

場
所

　

上
岩
出
地
区
公
民
館

持
参
す
る
も
の

　

ハ
サ
ミ
・
半
紙
（
２
枚
）

お
問
い
合
わ
せ

　

岩
出
市
農
家
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

　
　

栗
山
徳
子

　
　
　

電
話　

62

３
４
１
４

公
民
館
冬
の
講
座

の
お
知
ら
せ

ク
リ
ス
マ
ス
の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
壁

面
飾
り
を
作
ろ
う
！

　

一
枚
の
布
か
ら
作
る
、
本
物
の

生
花
の
よ
う
な
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
素
敵
な
飾
り

「きのくに人材バンク」
への登録について

　和歌山県は、誘致企業への就職
希望者の登録を募集しています！
　新規学卒者・一般求職者の別、
就職希望時期を問いません。
　登録者へ求人情報、Ｕターン
フェア等の情報を提供し、誘致企
業へ登録者情報を提供することに
より、求職者と企業との橋渡しを
行います。詳しくは下記まで、お
問い合せください。

和歌山県商工労働部企業立地局
企業立地課
〒 640-8585
和歌山市小松原通１－１
電　話０７３̶４４１̶２７４８
ＦＡＸ０７３̶４２２̶１９３３
• e-mail
 e0622001@pref.wakayama.lg.jp
•ＵＲＬ
http://www.pref.wakayama.lg.jp/
prefg/062200/bank/

　多様なライフスタイルを選択するうえで、社会保険や税金の知識は必要
です。知って得する知識・制度についてわかりやすく説明します。
　終了後、個別相談に応じます。
主催／㈶ 21世紀職業財団和歌山事務所・岩出市　後援／和歌山労働局・岩出市商工会

日　時：平成18年11月16日㈭　13：30～15：30
場　所：岩出市総合保健福祉センター３Ｆ 会議室Ａ　岩出市金池92
定　員：20 人程度（先着順）
内　容：•「仕事探しに向けて」和歌山公共職業安定所担当官
　　　　•社会保険・税金の扶養制度、所得税の計算のしくみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈶ 21 世紀職業財団雇用管理アドバイザー

【お申込み・お問合わせ】
厚生労働大臣指定法人　㈶21世紀職業財団和歌山事務所
和歌山市黒田84-1 阪和第一ビル4Ｆ  TEL 073-475-1765  FAX 073-475-1766
Ｅメール　fvbn8220@mb.infoweb.ne.jp

ここがポイント!　社会保険･税金の基礎知識

パートタイム労働ガイダンス 無　料

退
職
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保

険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
健
康
保
険
税
納
期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税

第
６
期
の
納
期
限
は
、

11
月
30
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納

め
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

日
時
＝
12
月
15
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
船
山
地
区
公
民
館

募
集
人
員
＝
20
名

材
料
費
＝
１
，
４
０
０
円

対
象
＝
岩
出
市
内
在
住
（
大
学
生

以
上
の
方
）

申
込
方
法
＝
官
製
は
が
き
に
「
公

民
館
講
座
・
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
年
齢
」
を
記
入
の
上
、

〒
649̶

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
11
月
17
日
㈮
必
着

で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付

事
業
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
（
加

入
者
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
被
保

険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
主
に
限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
35
万
円
）
の
５
分
の
４
を
限

度
と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息

　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に

次
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類

を
添
付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
１
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
日
以
内
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関

等
か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用

の
内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書

ま
た
は
領
収
書

　

な
お
、詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
、

保
険
年
金
課
国
保
係
ま
で
（
内
線

１
９
２
・
１
９
３
）

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
今

年
一
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
書
類
や
領
収
証

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
１
月
１

日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
11
月
に
（
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
納
付
見
込
額
を
含

む
）、
ま
た
10
月
３
日
以
降
に
本

年
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
翌
年

２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
保
険
庁

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
問
合
せ
先

•
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

☎
６
２

２
１
４
１

•
和
歌
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
課

☎
０
７
３

４
７
４

１
８
４
１

岩
出
市
に
お
住
ま
い
の

戦
傷
病
者
等
の
妻
の
皆
様
へ

〜
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
請
求
が
始
ま
り
ま
し

た
〜

　

戦
傷
病
者
の
方
を
長
年
介
護
さ

れ
て
き
た
ご
苦
労
に
対
し
、
国
と

し
て
慰
藉
を
行
う
た
め
の
戦
傷
病

者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
請
求
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
対
象
と
な
る
方

•
「
第
十
八
回
特
別
給
付
金
」
ま

た
は「
第
二
十
回
特
別
給
付
金
」

を
受
給
さ
れ
て
い
た
戦
傷
病
者

の
妻
の
方

＊
国
債
を
時
効
に
よ
り
失
権
し

た
場
合
で
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

•
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
ら

れ
た
方

○
請
求
期
限

　

平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
（
内
線
３
２
１
）

市
税
等
の
滞
納
は

許
さ
れ
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

税
等
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た

め
、
市
税
を
は
じ
め
介
護
保
険

料
、
保
育
料
、
水
道
料
、
学
校
給

食
費
等
の
滞
納
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

度
重
な
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
付
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
方

に
対
し
て
は
、
財
産
調
査
を
行

い
、
法
的
な
措
置
等
を
実
施
し
ま

す
。
ま
だ
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
至
急
市
役
所
又
は
金
融
機

関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

な
ん
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き
な

い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

こ
と
な
く
、
市
役
所
税
務
課
な
ど

関
係
各
課
ま
で
是
非
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
11
月
23
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
に
、
税
務
課
と
保

険
年
金
課
に
お
い
て
、休
日
納
付
・

納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金
が
変
わ
り
ま
し
た

　

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
が
、
こ
れ
ま
で
の
30
万
円
か
ら
10
月
１
日
よ
り
35
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

暮らしの情報
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介護保険の
ご案内
問い合わせ先

保険年金課介護保険係
（内線 189・198）

介護保険では、手すりの取り付けなど対象となる住

宅改修を行った場合、費用の一部を支給します。

○対象者‥要支援１・２、経過的要介護及び要介護１
～５に認定された方（原則として在宅で生活されて
いる方）
○金　額‥対象となる住宅改修に要した費用の 20 万
円までのうち、介護保険が９割を支給し、利用者が
残りの１割と 20 万円を超えた部分の全額を負担し
ます。
※ 20 万円に達するまで改修のたびに申請できます。
また介護度が３段階以上上がった場合や転居した場
合は、再度 20万円まで利用できます。

○対象となる工事
•手すりの取り付け（浴室・廊下など）
•段差の解消（敷居の除去・スロープの取り付けなど）
•滑り防止及び移動の円滑化のための床材の変更
•引き戸等への扉の取り替え（開き戸を引き戸へ取り
替える。ドアノブの変更など）

•洋式便器等への取り替え
•これらの工事に付帯して必要となる工事
　（手すり取り付けに伴う壁の下地補強など）

介護保険の住宅改修制度は事前審査制です。

○利用の手順
１　まず改修内容を介護支援専門員などと相談しま
す。
２　必要な書類をそろえ、市役所の介護保険係へ住
宅改修事前審査票を提出します。
３　事前審査で承諾を受けてから、改修に着工しま
す。
４　改修終了後、必要な書類をそろえ、介護保険係
へ住宅改修費支給申請書を提出します。

○事前審査票提出に必要な書類
①住宅改修が必要な理由書（介護支援専門員等が作成）
②改修前の状態が確認できる写真（日付の入ったもの）

　③工事費見積書
　④改修箇所を示す平面図
⑤住宅所有者の承諾書（住宅所有者が被保険者と異
なる場合のみ）

○支給申請書提出に必要な書類
　①工事費用の領収書（被保険者あて）
　②工事費内訳書
③改修後の状態が確認できる写真（日付の入ったもの）

　④承諾通知書（写し）
※添付書類に不備がある等の場合は、給付を受けられ
ない場合がありますのでご注意ください。

上記対象工事で改修費用が 20万円を超えるとき
　市の在宅福祉サービスの高齢者居宅改修補助事業を受けられる場合があります。詳しくは、福祉課長
寿社会係（内線３２７）へお問い合わせください。

①
相
談
・
計
画

②
事
前
申
請

③
承
認
・
工
事
着
工

④
支
給
申
請

⑤
対
象
額
の
振
込
み

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収　納期

平成18年度介護保険料第6期分の期限は、11月30日㈭です。
期日に遅れないようにお納めください。

　介護保険は、あなたの保険料で運営されています。便利で確実な口座振替制度をご利用ください。
ご利用いただける金融機関は、紀陽銀行・泉州銀行・きのくに信用金庫・近畿労働金庫・岩出市農業協同組合の各本・支店（所）と郵便局です。



24　2006.11　広報いわで

こんなときはこんなときは 国保の窓口へ14日以内に
届け出ましょう

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしましょう。おくれると、さかのぼって納めなけ
ればなりません。

こ ん な と き
他の市町村から転入してきたとき 印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書
（資格喪失日の分かる書面）

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

必 要 な も の
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

▼国保にはいるとき

▼国保をやめるとき〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

必 要 な も の

▼その他の届け出〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

必 要 な も の

気をつけましょう！

平成18年 事業所・企業統計調査

総務省統計局  岩出市

ご協力ありがとうございました
　調査票への記入、回収に際しましては、お忙しいところご協力いただきありがとうございました。
　集計した結果はこれからのまちづくりにも役立てます。
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差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
17
年

7
月
1
日
か
ら
9
月
５
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
集
会
で
『
命
の
あ

さ
が
お
』
の
お
話
を
見
ま
し
た
。

こ
う
す
け
君
と
い
う
子
が
白
血
病

に
な
り
、
病
院
へ
行
く
日
が
き
ま

し
た
。
夏
・
秋
・
冬
そ
し
て
た
い

院
の
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

う
す
け
君
は
、
も
う
ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
に
な
り
、
あ
さ
が
お
を
植

え
ま
し
た
。
で
も
、
あ
さ
が
お
が

さ
く
の
は
夏
休
み
で
、
夏
に
な
る

と
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
す
け
君
は
、
す
ご
い
熱
が

出
て
は
き
気
が
し
て
、
だ
ん
だ
ん

弱
っ
て
き
て
、
大
好
き
な
プ
リ
ン

さ
え
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
う
と
う

九
月
十
三
日
に
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

　

あ
と
ち
ょ
っ
と
で
も
い
い
か
ら

長
く
生
き
よ
う
と
つ
ら
い
治
り
ょ

う
に
た
え
、
こ
う
す
け
君
は
せ
い

い
っ
ぱ
い
い
き
よ
う
と
が
ん
ば
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
す

ご
し
た
り
、
友
達
を
い
っ
ぱ
い
つ

く
り
仲
良
く
し
た
り
し
た
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
生
き
た
い
理
由
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

み
ん
な
が
み
ん
な
長
生
き
で
き

な
い
し
、
人
間
だ
れ
で
も
死
ん
で

し
ま
う
け
れ
ど
、
で
も
た
っ
た
七

才
で
死
ん
で
し
ま
う
な
ん
て
。
お

母
さ
ん
も
お
父
さ
ん
も
友
達
も
、

み
ん
な
悲
し
く
て
悲
し
く
て
と
て

も
つ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
す
け
君
は
、
み
ん
な
と

行
っ
た
遠
足
や
川
で
と
っ
た
ナ
マ

ズ
を
家
族
で
世
話
し
た
こ
と
な

ど
、
い
っ
ぱ
い
思
い
出
を
持
っ
て

行
っ
た
と
思
い
ま
す
。

佳　作
命
の
あ
さ
が
お

上
岩
出
小
学
校　

４
年　

栄え
い
な
が永　

有ゆ

り

か

里
加　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

　

そ
の
中
で
も
、
あ
さ
が
お
は
、

こ
う
す
け
君
の
一
番
の
た
か
ら
物

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

お
母
さ
ん
は
こ
う
す
け
君
が
育
て

て
い
た
あ
さ
が
お
の
た
ね
を
『
命

の
あ
さ
が
お
』
と
名
前
を
付
け

て
配
り
ま
し
た
。
こ
う
す
け
君
が

生
き
た
あ
か
し
と
し
て
、
も
っ
と

他
の
人
々
に
も
知
っ
て
ほ
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
お
母

さ
ん
や
学
校
の
先
生
、
他
の
人

た
ち
も
、
来
年
も
さ
来
年
も
ず
っ

と
ず
っ
と
命
の
あ
さ
が
お
を
育
て

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
す

け
君
も
天
国
で
ず
っ
と
ず
っ
と
あ

さ
が
お
を
見
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
に
、
こ
う
す
け
君
は
、

お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ

ん
、
妹
を
ず
っ
と
見
ま
も
っ
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
も
、
こ
う
す
け
君
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
ひ
と
つ
だ
け
の

命
、
一
度
だ
け
の
人
生
を
大
切
に

し
て
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

第 24回「人権の花運動」
の審査結果について

　和歌山地方法務局と和歌山県人

権擁護委員連合会では、人権啓発

活動の一環として、県内の小学校

を対象に毎年「人権の花運動」を

実施しています。

　今回は県下 106 校からの応募

があり、審査の結果、市内での入

賞校が次のとおり決定されました

ので、お知らせします。

優秀賞　岩出小学校

　　　　山崎小学校

奨励賞　上岩出小学校

主　　催：和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会
開催日時：平成 18年 12月 9日㈯ 13：30～ 15：50
開催場所：岩出市民総合体育館　小ホール（600 名収容）
　　　　　岩出市荊本 63－ 2（☎ 62－ 0370）
内　　容：二部構成
　　　　　13：30～ 14：20（一部）法務局所管の人権啓発作文等の表彰式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　県代表者の作文朗続、表彰式
　　　　　14：30～ 15：50（二部）「人権のおはなし」と「落語」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　落語家　桂　枝曾丸さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（社会を明るくする大使　法務省所管）
※当日、ご参加の方に、「花壇苗（２ポット）」を進呈いたします。
　（但し、数量に限りがありますのであらかじめご了承ください。）
参加方法：事前申し込み
申し込み・問い合わせ：県庁人権施策推進課
　　　　　　　　　　　TEL.073 － 441 － 2566
　　　　　　　　　　　FAX.073 － 433 － 4540

第58回 人権週間
「人権のつどい2006 in いわで」の開催について
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父
母
の
視
線
感
じ
る
墓
掃
除　

　
　
　
　
　
　

山
崎　

　

稔

吹
く
風
が
小
さ
い
声
で
秋
と
言
う　

　
　
　
　

目
取
真
ち
か

十
本
の
指
で
開
け
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ　

　
　
　

湯
川　

夕
陽

年
金
を
追
い
か
け
て
い
る
介
護
料　

　
　
　
　

湯
峯　

保
子

秋
だ
よ
ね
彼
岸
花
達
並
ん
で
た　

　
　
　
　
　

吉
田　

泰
司

さ
す
が
古
都
歴
史
落
ち
て
る
京
の
街　

　
　
　

和
田　

良
一

台
風
去
り
地
球
が
回
り
風
は
秋　

　
　
　
　
　

上
岡　

正
直

三
千
の
妃
待
た
せ
る
紫
禁
城　

　
　
　
　
　
　

榎
本　

風
化

自
分
史
を
カ
ラ
フ
ル
に
す
る
旅
の
靴　

　
　
　

小
倉　

ア
サ

空
元
気
出
し
て
る
内
に
本
物
に　

　
　
　
　
　

小
谷　

　

啓

裏
か
か
れ
思
慮
の
浅
さ
を
思
い
知
る　

　
　
　

田
村　

政
治

こ
う
の
と
り
悠
仁
さ
ま
を
運
ん
だ
ね　

　
　
　

鳥
羽　

正
義

上
機
嫌
裏
に
何
か
が
潜
ん
で
る　

　
　
　
　
　

福
田　

　

斌

先
生
も
登
校
拒
否
を
し
た
く
な
る　

　
　
　
　

福
田　

武
幸

バ
ス
ツ
ア
ー
か
か
る
前
夜
の
不
眠
症　

　
　
　

藤
井　

幸
子

市
制
施
行
岩
出
市
民
は
若
く
見
え　

　
　
　
　

村
中　

悦
男

川
柳
岩
出

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

　社会環境の変化に伴い、家族のあり方や、ライフスタイルが大きく変わり、外食、

加工食品、料理済食品の利用が増加し、生活習慣病が問題となっています。

　今、健全な食生活が失われつつある中で、食に関する教育（食育）の必要性が

語られるようになってきています。

（内閣府＝食育基本法制定　食育推進会議＝食育推進基本計画決定されました。）

　「健康管理は食生活から・一日野菜 350 グラ

ム」を合言葉に今月は「野菜たっぷり元気鍋」

をご紹介します。

くちなしグループ

料理名 野菜たっぷり元気鍋 グループ名 くちなしグループ

【材料】（10人分）
大根‥‥‥‥‥‥‥‥ 250 ｇ 
人参‥‥‥‥‥‥‥‥ 100 ｇ 
ごぼう　‥‥‥‥‥‥‥ 80ｇ 
じゃが芋（中） ‥‥‥‥ ３個
小麦粉‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
豚肉‥‥‥‥‥‥‥‥ 150 ｇ 
白菜‥‥‥‥‥‥‥‥ 1/6 個
ネギ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５本
だし汁‥‥‥‥‥‥ ６カップ
かつお節‥‥‥‥‥‥‥ 適量
昆布‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
味噌‥‥‥‥‥‥‥‥ 100 ｇ

【作り方】
①　大根は５㎜のいちょう切り、人参は５㎜の判月切り、ごぼうはさきがきに

して下茹でする。

②　じゃが芋はすり下ろし、汁を絞って小麦粉を加えて団子にする。

③　豚肉は３㎝の小口切りに、白菜は３㎝のざく切り、ネギはぶつ切りにする。

④　かつお節と昆布でだしを取り鍋に入れ、大根、人参、ごぼう、じゃが芋団子、

豚肉を煮てアクをすくう。

　　味噌を加える。

⑤　最後に白菜、ネギを加える。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

［料理のいわれ、特徴］
　季節の野菜をたっぷり使い、里芋の代わりにじゃが芋を団子にし、少し変わっ

た元気鍋を作りました。
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222 印は休館日です。☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。

☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。 印は岩出図書館本館が休館のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

11月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

平成 18年度法務省人権啓発活動地方委託事業

萌ゆる命への誓い
～ジャンケンでパーしか出せない姪の笑顔～

　平成 18年度法務省人権啓発活動地方委託事業の第４弾

として、講演会「萌ゆる命への誓い」を開催します。

　講師にはハンディキャップを持つこどもを育てるママ

の応援をしている、大阪医療技術学園専門学校医療心理

科・児童福祉科の講師の柴田花華さんをお招きします。

　11月25日㈯　午後1時30分～

　場　所　　岩出図書館　大会議室

　定　員　　先着 100 名

　その他　　一時保育あり（１歳から就学前まで）

　一時保育を希望される方は11月20日までにお申し込み下さい
　手話通訳あり
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
柴田花華（しばた　はなか）さん
　チャイルドアドバイザー。大阪医療技術学園専門学校医療心理科・
児童福祉科講師。インクージョン実践研究会相談役も務められてい
ます。また保育経験、障害児指導を経て、現在、新聞ラジオなどの
メディアでも活躍されています。

おはなし会のお知らせ
場所：岩出図書館おはなし室

おはなしドロップス
図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみ
なさんによるおはなし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご
覧ください。
平成 18年 11月 5日㈰
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

おはなしのとびら
朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおは
なし会です。
＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご
覧ください。
平成 18年 11月 18日㈯
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け
　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

【お使いいただく際の注意事項】
■ブックポストが利用できるのは、図書館が開館していない時間帯に限

ります。

①のブックポストは正門玄関がしまっているときにお使いください。

（正面の郵便ポストと間違わないでください。ブックポストはバス停

の前にあります）

②のブックポストは図書館開館前もしくは閉館後で、正門玄関が開い

ているときにお使いください。

■ＣＤなどのＡＶ資料、大きい本、紙芝居、複製画の返却はできません。

　必ず開館中にカウンターで返却してください。

■本以外のものは絶対に投函しないでください。

■配本サービスで連携している分館・分室（岩出図書館・駅前ライブラ

リー・総合保健福祉センター図書室・中央公民館図書室・上岩出地区

公民館図書室）の本のみお使いいただけます。その他の公民館や学校

の本は入れないでください。

ブックポストについて
　岩出図書館では、夜間や休館日などに借り

た本をお返しいただくための「ブックポスト」

を設置しています。

（ブックポストの設置場所）

②→

←①

岩出図書館駐車場

駐車場

←大阪 岩出市役所→

門扉 バス停
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市の人口と世帯（平成 18年 9月末日現在）　総人口 51,617 人　男 24,936 人　女 26,681 人　世帯数 19,150

市
内
す
べ
て
の
屋
内
運
動
場
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

　

教
育
委
員
会
で
は
、
年
次
計
画
的
に
耐
震
診
断
を
は
じ
め
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

屋
内
運
動
場
は
、
児
童
・
生
徒
及
び
地
域
住
民
が
利
用
す
る
ほ
か
、
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
な
る
重
要
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
事
業
年
度
の
前
倒
し
を
行
い
、
順
次
工
事
を
施
工

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
で
市
内
全
て
の
屋
内
運
動
場
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
教
育
施
設
の

整
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

※
写
真
は
、
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
た
屋
内
運
動
場
（
根
来
小
学
校
）

紀州根来寺 かくばん祭り紀州根来寺 かくばん祭り

と　き　11月25日㈯　午前9時30分～
ところ　根来寺境内
　　　　　　　　　　　　　　（10ページに関連記事）


